
2012寄り添いボランティア講座を開催しました。 

ボランティアするってどういうこと？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄り添いボランテイアグループを創っていきたいとの思いから、介護保険事業所「わ～く

わっく」(当法人の母体生協：生活クラブが直接事業を行っている）がある3ヶ所を会場に、

生活クラブと協同して3回の連続講座で開催しました。写真は7/18所沢会場の様子です。 

 

「相手が求めていること」を「自分にできること」を踏まえなが

ら理解する 

 

第1回目の講座を「ボランテイアの理解」としてNPO法人埼玉カウンセリングセンターの

高倉恵子さんから、自発的な社会参加としてのボランテイア活動の意義や、地域に必要と

される仕組みや機能について、実践事例を交えて講義をしていただきました。高倉さんは、 

「人を援助する時の基本として、相手の求めていることの理解(他者の理解)と自分ができ

ることを考える(自己の理解)ことが大切だとして、その人の心の声を聴きながら柔軟に対

応することが求められる」と話されていました。きちんと確認し、より正しい情報を得る

ことが、相手を理解することになり、それが安心感につながっていきます。最終目的とし

て、悩んでいる本人が自立できるために援助をしていく。高倉さんは、自分自身で人生を

切り開いていく感覚づくりと、理解者の存在が自立を促していくと思います。ボランテイ

ア活動を続けていくために、仲間のチームワークと道具や資源の活用が大切であると話し

ていただき、受講生の横のつながりの必要性を感じました。 

 



 

「懐かしい」で人と人をつなぐ 

 

第2回・3回目の講座で「傾聴の理解」を進めるために、NPO 法人所沢市思い出語りの会

の的野瑞枝さんに話をしていただきました。過去の思い出語りは、懐かしいという感情の

再体験を通じて、聴き手と語り手の関係作りと、語り手を理解する重要な手がかりとなり

ます。人と人をつなぐための手段として活用することで、新しい人間関係を築いていくコ

ミュニケーションケアの方法として役立てられます。聴き手にとっても高齢者の人生経験

を聞かせてもらうことで、人の理解を進める貴重な体験として成長にもつながっていきま

す。 

「懐かしいという感情は最強の感情である」との話が強く印象に残りました。懐かしいと

いう感情を手がかりに、脳の再活性化につなげていけそうです。講座を通じて、思い出語

りの促進道具(昭和の頃の写真や道具類)を体系的に集めることの必要性を感じました。CCS 

と生活クラブ生協が協力して仕組みづくりを進めていきたいと思います。 

7～8月という酷暑の時期の講座となってしまいました。講師･受講生のみなさん、お疲れ

さまでした。                               (N.S) 


